
2 各種健診・人間ドックガイド
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南アルプス市国民健康保険資格喪失者が国民健康保険証を利用し、巡回健診で基本健診（特定健診)を受診した場合または人間ドックを受診し
た場合は、保険者が異なるため手続きのやり直し、または全額自己負担となる場合があります。医療保険が変更になった方はご注意ください。

年齢や医療保険等の種類によって受けられる健診は異なります。
下記の表で受けられる健診を確認し、3月にお送りする「各種健診・人間ドック申込書」でお申し込みください。
各健診の詳細は２ページ以降に掲載しています。

１ 各種健診・人間ドックガイド

※１ 40歳以上の方は加入している医療保険者が発行する「特定健康診査受診券」が必要になります。この券がない場合は、P５の基本健診（特定健診）及び人間ドックは受診
　　 できませんのでご注意ください。 詳しい内容は、加入している医療保険者へお問い合わせください。
● このほか、40歳～74歳の南アルプス市国民健康保険の方及び生活保護の方を対象とした「個別医療機関健診」があります。詳細はお問い合わせください。
● 巡回健診（総合健診）、結核・肺がん単独検診と人間ドックの両方を受診することはできません（巡回健診（総合健診）の骨粗しょう症検診は除く）。
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※ご都合により期日までにお申し込みできなかった場合は、健康増進課までご相談ください。

ご注意!!

令和５年３月31日時点の年齢

21歳～29歳 ●子宮頸がん検診  ⇒P10
※女性のみ

●巡回健診（総合健診）⇒P5・6
●人間ドック  ⇒P8
※35歳と40歳以上の方
●子宮頸がん検診・乳がん検診  ⇒P10・11
※女性のみ

●巡回健診（総合健診）⇒P5・6
※P5の基本健診（特定健診）以外
●子宮頸がん検診・乳がん検診  ⇒P10・11
※女性のみ 

●巡回健診（総合健診）⇒P5・6 
●子宮頸がん検診・乳がん検診  ⇒P10・11
※女性のみ  

30歳～74歳

75歳以上 ・後期高齢者医療保険

―

・南アルプス市国民健康保険
・社会保険被扶養者　※１
・任意継続  ※１
・生活保護

・社会保険本人

医療保険等の種類 受けられる健診等

生活習慣病が増加中！ 南アルプス市は高血圧症や糖尿病といった「生活習慣病」の患者数が国や県よりも多く、その数は年々増加傾向です。
また、50歳代から生活習慣病で医療機関を受診する人が増加しているため、若いうちから健診を受けて、自分の体をチェックするようにしましょう。

病気のカギは「動脈硬化」

生活習慣病は肥満（内臓脂肪の蓄積）が原因となって起こります。
肥満を放置しておくと、高血糖、高血圧、脂質異常につながり、やがて、体中
の血管が傷つき、ボロボロになっていきます（動脈硬化）。
そのまま放置すると、最終的には脳卒中や心臓病などの重い疾患につながる
場合があります。

健診後のサポート

　特定健診の結果から、生活習慣病の発症リスクが高い方は、個別に専門
スタッフ（保健師・管理栄養士）から生活習慣を見直すサポートを受けること
ができます。（特定保健指導・健診結果説明会等）。

KDBデータ（健診・医療に関連したデータ）
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放っておくと… 放っておくと…
健診結果 サポート

生活習慣病の医療機関受診率
（令和２年５月）

生活習慣病患者数
(患者千人当たり）（令和２年度）

糖尿病患者数の年次推移
(患者千人当たり）（令和２年度）
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50歳代から
生活習慣病受診者の
増加が大きい

高血圧症や糖尿病患者
の割合は、国や山梨県
よりも高い！！

しかも糖尿病患者数は
年々増加傾向！！
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10年後もいきいきと輝くあなたでいるために
　　　　　　　　　　若いうちから健診を受診しませんか！


